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改めて指摘するまでもなく、都市は、そのフィジカルな側面においても、社会的な側面においても絶えず
様々な問題を惹起する場である。しかし同時に、そこに住み、働く都市住民や事業を展開する企業が、また
住民の信託のもとにその福利の向上に努めている地方政府が、課題の当事者として、また時には自己とは異
なる立場から、そうした諸問題に主体的に関わることによって、これを打開するための糸口を見いだすこと
のできる場ともなる。顕在化し得る諸問題を事前に予防し回避する、すでに顕在化し悪化している諸課題に
ついては根本的な解決を目標にしつつこれを漸次緩和していく、そのための手段や手法、仕組みゃ制度を発
見できるのも、都市という場にほかならない。ただし、そうした発見が可能になるか否かは、都市の多様な
主体が、どの程度、当事者としてその主体性を発揮するかにかかっている。都市における広い意味での自治
の広がりと質が問われているといってもよい。
こうした観点から『総合都市研究JI83号は、「都市の主体と自治」と題し、 2編の審査付き論文を含む 4
編の論文ならびに昨秋開催された第16回都市研究所公開講演会の講演記録を掲載するものである。以下、掲
載順に概略を紹介することとしたい
西田奈保子「マンション管理組合における居住者の参加と満足度・関心度一自立型・依存型管理システム
とそれを支える条件-Jは、審査付き論文(一般投稿論文)であり、都内に立地する集合住宅団地の三つの
マンション管理組合を対象とした著者の研究作業の一環をなす成果である。具体的には二つの管理組合理事
会の管理行動を比較考察し、「自立型」、「依存型」というこつの管理のあり方を支えている組織的・社会的
J条件を明らかにしている。都市型住宅としてのマンションがますます普及するなか、そこに住む居住者自身
が、住環境の保全・管理にどのように関わることが望ましいのか、という極めて今日的かつ重要な論点に
チャレンジしたもので、綴密な論を展開している。居住者の自治という観点、広義の住宅政策という観点、
その両面で注目すべき論文である。
大木幸子・星旦二「セルフヘルプ・グループにおける参加者のエンパワメント過程一炎症性腸疾患患者会
会員に注目して-Jは、同じく審査付き論文(一般投稿論文)である。セルフヘルプ・グループのエンパワ
メントプロセスに焦点を合わせ、二つの炎症性腸疾患患者会メンバーに対するインタビュー結果の質的な分
析をもとに、その要素と過程を丹念に描いている。当事者の言葉を十分に生かした分析と考察を通して、患
者会会員が課題をわかちあうことから協働することへと相互の関係を豊かにするとともに、病に対する当初
の当惑が新たな自己像の形成に変容していく過程を抽出することに成功している。そうした過程はまた、住
民参画の促進条件や新しい公共の担い手の姿を透視できる過程でもあり、都市における自治ということの重
要性を改めて考えさせられる。
柴田徳衛・中西啓之「オランダの農業と国家」は二人の著者のオランダ研究の一環である。オランダにお
ける農業政策、国土政策とくに土地利用に関する政策の発展過程を歴史的に追いながら、同国の地方自治制
度を考察の対象に取り入れて、都市形成と政策、都市と地方自治との密接な関係を浮き彫りにしようとして
いる。こうした研究作業の基礎には、比較都市研究という視点から、わが国の都市形成の特質と未熟な自治
をいわば逆照射しようとの問題意識と興味深い分析があり、わが国の都市政策と地方制度を批判的に捉え直
すための格好の作品といえよう。
清水 原「都心業務地区における公民協働によるまちづくりに関する研究一東京都千代田区丸の内周辺地
区を事例として一」は、近代以降の日本経済の発展過程のなかで、中心的業務地区として成長をとげてきた
丸の内周辺を対象に、 1980年代以降、その再開発をめぐってなされたきた地権者や関連企業、また行政との
協働の過程を考察している。具体的には、地権者協議会による「街づくり基本協定Jの締結から、行政を含
めた関係者による「まちづくり懇談会jの創設と「ゆるやかなガイドライン」、さらに「ガイドライン」の
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策定へと発展する過程が詳細に検討されている。都市再開発を考える際に、地権者、企業のイニシアテイブ
や役割をどのように評価し位置づけるべきなのか。また行政はどう関与すべきなのか。古くかっ新しいこう
した論点にせまる貴重な事例研究である。
最後に掲載されているのが、昨秋11月4日、「地図でみる東京の社会構造」と題して東京都庁都民ホールに
て開催された都市研究所第16回公開講演会の記録である。 3名の講師による講演は、都心回帰・再都市化と
いう現象や東京圏の階層分化・居住分化、また都心における都市空間の再編など、いずれも東京においてま
さに現在進行しつつある諸現象をテーマとするものであり、近未来の東京を考える上で多くの示唆に富む内
容となっているO
以上、本83号に収められた諸論文および講演の記録は、都市の様々な主体と、それらの主体が都市環境や
都市住民相互の社会的関係の形成にどう主体的に関わろうとしているか、という大きな主題を扱ったもので
ある。安全で住みやすく、働きやすい都市とは、また活気に満ち、人との交流が自然と促されるような都市
とはどのようなものか。そうした都市の形成に都市の多様な主体はどう関わる必要があるのか。今後、さら
に多様な事例に素材を求めつつ、都市の主体と自治というテーマに接近していきたい。
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